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ロール機
への
巻き込まれ

作
業
者
の
形
態

人
体
と
一
緒
に
巻
き
込
ま
れ
た
物

2012～
2014年

196件
（100%）

誤って機械を起動 7件 （3.6%）

運転中 173件 （88.3%）

寸動・手動 7件 （3.6%）

逆転 0件 （0.0%）

不意作動 3件 （1.5%）

完全に停止せず 6件 （3.1%）

作
業
の
種
類

危険点近接作業 183件 （93.4%）

複数作業者による作業 7件 （3.6%）

材料や製品の取り扱い 56件 （28.6%）

清掃 55件 （28.1%）

除去 44件 （22.4%）

生産中の運転確認や調整 18件 （9.2%）

トラブル処理 15件 （7.7%）

保守、点検、修理 2件 （1.0%）

手袋 20件 （10.2%）

清掃用具、治工具 28件 （14.3%）

製品 12件 （6.1%）

図５ ロール機の典型災害事例
（はさまれ・巻き込まれに限る、死傷災害）

99件 （50.5%）

その他 6件（3.1%）

その他 4件（2.0%）

運
転
状
態

Ｉ＝製造業
Ｍ＝ロール機

Ｔ＝
事故の型

Ｏ＝作業その他の条件

 
 

図６ 典型災害事例を利用した簡易リスクアセスメント手法

典型災害事例から
直接的に危害を抽出

危害の比率(%)が高い順番
に優先順位をつける
→リスク評価と同等の効果

ステップ１
（危害の明確化）

ステップ３
（保護方策の実施）

評価結果の記録と、
残留リスクの明確化

ステップ４

（評価結果の
記録と、残留リ
スクの明確化）
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ステップ５
（見直しと修正）
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様式Ａ（図７） ロール機を対象とした設備対策のチェックリストの例

No 設備対策（機械安全） チェック
欄

あなたの職場での
注意事項の追加

1 本質的安全設計
方策

設備の見直しやレイアウトの変更によって危険な設備をなくす。

2 作業方法の変更によって危険な作業をなくす。

3 自動化によって、人と機械が接触する危険性を減らす。

4 供給や取り出しの機械化によって危険箇所に接近する機会を減らす。

5 危険区域外から機械を操作できるようにする。

6 ガイドロールやトリップエッジによってロールへの巻き込まれ箇所をなくす。

7 ガードの設置（安
全防護）

人が進入する可能性のある場所には、固定式ガードやインターロック式
ガードを設ける。

8 ガードを取り外したときは、機械が運転できないようにする。

9 ガードの高さと隙間（例えば桟と桟の間）は安全基準を満たすものとする。

10 ガードは破損していないものとする。

11 インターロック用のスイッチが故障したときは、機械が停止する。

12 ガードに設置されたキーやプラグは無効化できないものとする。

13 安全装置の設置
（安全防護）

ガードが設置できない場所で、人が進入する可能性のある場所には、光
線式安全装置、マットスイッチ、レーザー式エリアセンサーなどを設ける。

14 安全装置は無効化できないものとする。

15 安全装置は十分な広さを監視している。

16 安全装置が故障したときは、機械が運転できないようにする。

17 緊急停止装置な
どの付加保護方
策

ガードと安全装置の両方が設置できない場所で、人が進入する可能性の
ある場所には、ワイヤー式やトリップ式等の緊急停止装置などを設ける。

18 ワイヤーやトリップ式等の緊急停止装置は人が容易に操作できる場所に
設置する。

19 緊急停止装置が故障したときは、機械が運転できないようにする。

20 自由記入（その
他、有効と思わ
れる対策を例え
ば、３項目挙げて
下さい）

21

22

 
 

様式Ｂ（図８） ロール機を対象とした人間工学的対策のチェックリストの例

No 人間工学的対策 チェック
欄

あなたの職場での
注意事項の追加

1 一般的対策 ロール機に近接して作業を行うときは、ロールを停止させる。

2 ロール機に近接して作業を行うときは、手袋や清掃用具（ウエス、タ
オルなど）の使用を禁止する。

3 ロール機での作業を不安定な姿勢で行わないように、無理な姿勢
（体をねじったり、曲げたり、かがんだりなど）による作業をなくす。

4 作業者が誤ってスイッチに接触しても機械が不意に起動しないように
する。

5 ロール機の操作盤は無理な作業姿勢で操作しないようにする。また、
配置、色、操作方法も誤操作を招かないようにする。

6 作業場や通路の表面は平らで、滑りにくく、障害物のない状態にする。

7 作業場所では十分な照度が得られるように必要な照明を施す。

8 長時間無理な作業を行わないように、作業方法を検討する。特に、重
量物の搬送と無理な姿勢での作業を改善する。

9 過度の暑さと寒さ、騒音や振動の少ない環境とする。

10 高齢者や若年者が安全で効率的に作業ができるよう、設備や作業環
境の改善を図る。

11 衛生的な職場環境を確保するために、有害物の使用の禁止、物質
の変更、生産工程の改良、局所排気装置の設置など、職場環境の
改善を図る。

12 自由記入
（その他、有
効と思われ
る対策を例
えば、３項
目挙げて下
さい）

13

14

 
 
様式Ｃ（図９） 評価結果の記録と残留リスクの明確化の例

No 区分 質問 質問に対する回答の詳細

1 評価結果の
記録

設備対策の要点

2 人間工学的対策の要点

3 残留リスク
の明確化

保護方策を実施した後の残留リスクとして、ど
のようなリスクが考えられるか。

4 残留リスクに対する管理的対策の要点

 
 

N
o
区分 危害の

ひどさ
危害の
発生確率

分類

1 タイプＡ 小 大 災害
多発機械2 大 大

3 タイプＢ 甚大 小 重篤災害 発生確率は低いが重篤
度が著しく髙いために社会
的影響の大きい災害をいう。

タイプＡの災害

タイプＢの災害

過去に繰り返し発生
している災害をいう。

付図２ タイプＡ災害とタイプＢ災害の区分  
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